
 

 

 

 

 

大型観光バス「エアロクィーン」・「エアロエース」の新型モデルを発売 
2025 年 12月 18 日 

 
三菱ふそうトラック・バス株式会社（本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長・CEO：カール・デッペ
ン、以下 MFTBC）は､大型観光バス「エアロクィーン」・「エアロエース」の新型モデルを発売しまし
た。「エアロクィーン」・「エアロエース」の新型モデルは、全国の三菱ふそう販売会社及び三菱ふそ
う地域販売部門にて2025年12月より販売します。 
 

新型「エアロクィーン」・「エアロエース」は、コネクテッド技術などの進化に伴い高まるサイバー攻

撃へのリスクに対応するため、外部からの不正アクセスを防ぎ、車両を保護するサイバーセキュリ

ティの法規に適合しました。 
 

また、ドライバーの運転注意力低下を検知する先進安全装置「アクティブ・アテンション・アシスト

(Active Attention Assist®)」の顔認識カメラを刷新しました。「アクティブ・アテンション・アシスト」は、

白線認識カメラや各種センサーによる情報にくわえて、顔認識カメラでドライバーの顔の動きを捉

えて運転注意力をモニタリングし、運転注意力の低下による事故の発生を予防する先進安全シス

テムです。システムが運転注意力低下を検知すると、ブザーと画面表示で警告します。新型モデ

ルでは、顔認識カメラをダッシュボード上に配置することでドライバーの顔をより認識しやすくし、

顔の動きを捉える検知性を向上させました。これにより、安全運転をさらにサポートします。 
 
* Active Attention Assist®は三菱ふそうトラック・バス株式会社の商標登録です。 

 

新型「エアロクィーン」（撮影用特別仕様車） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型「エアロエース」（撮影用特別仕様車） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

アクティブ・アテンション・アシストの顔認識カメラ 

 

 

 

 

 

 



 

 

車両スペック及び東京地区販売価格（消費税含む：税率 10%） 

 
 
 
三菱ふそうトラック・バス株式会社について 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（MFTBC）は、川崎市に本社を置く商用車メーカーです。ダイムラート

ラック社が89.29%、三菱グループ各社が10.71%の株式を保有しています。90年以上の歴史を持つ

FUSO ブランドのトラックやバス、産業用エンジンを世界約170の市場向けに開発・製造・販売していま

す。日本初の量産型電気小型トラック「eCanter」による電動化や、運転自動化では大型トラック「スー

パーグレート」に国内商用車初の SAE レベル2相当の高度運転支援技術を実装するなど、先進技術の

開発に積極的に取り組んでいます。 
 

FUSOブランドについて 

「FUSO」はダイムラートラックのブランドの一つです。世界約170の市場において、トラックやバスといっ

た商用車や産業用エンジンを展開しています。90年以上の歴史と日本ならではの品質や熟練技術に

よる効率性や安全性、快適性が特徴です。小型トラック「キャンター」は世界中の様々な市場でトップ

シェアを獲得しており、日本初の量産型電気小型トラック「eCanter」をグローバルに展開し、商用車の

電動化をリードしています。ブランドスローガン「Future Together」の下、FUSO はお客様とともに安全か

つサステナブルな輸送ビジネスを未来へ繋いでいくことを約束します。 
 

 

車型 エンジン トランスミッ

ション 

定員 

（座席+補

助席 

+乗務員） 

主な仕様 車両スペック及

び東京地区販

売価格（消費

税含む：税率

10%) 

価格（千円） 

2WG- 
MS06GP 
(エアロ 
クイーン) 

 

6S10(T2) 
(280kW/381PS) 

ShiftPilot® 
8速 AMT 

55 
(45+8+2) 

Premium Line 
スーパーハイ
デッカー 

11列シート 
サロン 
床下直冷 

57,407 

2WG- 
MS06GP 
(エアロ 
エース) 

6S10(T2) 
(280kW/381PS) 

ShiftPilot® 
8速 AMT 

62 
(49+11+2) 

Premium Line 
ハイデッカー 
12列シート 
天井直冷 

53,753 


